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接の対処であり、時代の流れを反映したものであった。この変更で為替相場 安定するはずだった。しかし 変動相場制移行後もルピアの下落はとまらず、 一月 通貨危機が韓国へ飛び火すると資本市場が動揺、それが機関投資家のさらなるルピア売りにつながった。
　その後もルピアはバーツや他 通貨の下




権は、国際連合への復帰をはじめとして、インドネシアを国際社会へ向けて開放し、市場主義を採用した。そ 後スハルト政権下での 経済は、三〇年以上にわたり高い経済成長を続けた。しかし、国際社会への開放が進められた一方で、国内経済は周到に管理されていた。民主化後大きく変わった点は、スハルトによって守られていた国内経済が、本当の意味で国際経済の中に放り込まれ、国際経済の波をまともに受けるようになっ ことといえる。●為替の管理制限幅撤廃
　インドネシア経済の変化は、為替制度の




















































































































































定の要である。この任務を全面的に負っていたのが、ＢＵＬＯＧであった。ＢＵＬＯＧは、公務員へのコメの現物支給、価格安定による消費者保護、貧困対策としてのコメの配給、国内 余剰に応じた輸入と輸出といった事業を一手に引き受けていた。ＢＵＬＯＧは貧しい農家 所得安定を図るために高めの買い取り価格を設定する一方、低めの売却価格を設定してコメの安定供給を図った。この差額を補助金でまかなうという体制がスハルト政権下で 続いた。
　しかし、ここにも変化の波が押し寄せる。




































































































の消費が増加したことを受けて始まった。この補助金の導入は、貧困家計の救済と灯油の値上げによる地方での薪の消費増加による森林伐採の防止という理由から正当化された。補助金付きの灯油は、国際価格より低い価格で国内に供給された。例えば、一九八〇年、シンガポール 一七七ルピアに対して、インドネシアでは三七 ・五ルピアに設定 ていた（参考文献③） 。この差額が燃料補助金でまかなわれた。この補助金は原油高で増加した歳入が可能にした。 れ以降、 は歳出 中で相当の割合を占めるようになるが、 れより国民の生活 安定 ひいては政権 安定が図られた である。
　図２は一九七五年からの燃料補助金の推
移と、全歳出に占める割合を示している。一九九七年以降は、ルピアの下落で割合が膨らんでいることがわかる スハルト時代も価格は見直されてきたが、据え置きや引き上げの決定は国際価格の推移よりも政治的な配慮が優先された。現在、原油 国際価格が高騰を続ける中、国際価格との差額を補助金で補うこと 限界に来 おり 国際価格の変化に沿った燃料価格の変更を余
儀なくされている（表１） 。
　このように、最近のコメ価格の上昇と原
油高は、政府補助金の支出の増加を招き、財政を圧迫している。国際経済 荒波によって、政府は補助金の切り下げを随時検討すること 迫られている。●石油収入 国際支援
　国民の大半を占める貧困層や貧しい農民
の生活安定を大義名分 した財 支出の仕組みは、石油産出国という利点と原油高という好機もさることながら、財 赤字を国際援助でまかなうというインドネシア特有の事情に支えられていた。一九六六年にスハルトへ権力が移行するのに伴い、日米欧の債権国がインドネシア経済の安定的な復興を図ることを目的としてＣＧＩの前身のインドネシア援助会議（ＩＧＧＩ）を設立し、毎年の会合で援助額が協議されてきた。こうした国外からの支援によって、スハルトの経済運営は国内経済の安定に注力することができたのである。しかし、この体制にも終止符が打たれた。
　インドネシアは、二〇〇六年、ＩＭＦか
らの借款の全額返済に続き、二〇〇七年一月、援助を協議する場であるＣＧＩ自体の解散を決定した。今後は、国際機関と二国間援助および国債による自己調達を軸に、国際援助に頼 ない財政再建を目指すことになった。スハルトがその恩恵を十分に活用した 支援を断ち、自立 方向に舵を
とったこの変化こそが、スハルト退陣後一〇年の間にインドネシアが経てきた変化のひとつの答えである。
　この一〇年間、危機の後遺症に悩むイン





















1993 1998年5月 2001 2002 2003 2005年３月 2005年10月 2008 ５月
ガソリン 700 1,200 1,450 1,750 1,810 2,400 4,500 6,000
灯油 280 350 400 400 400 700 2,000 2,500
ディーゼル油 380 600 900 1,550 1,890 2,100 4,300 5,500
（出所）JakartaPost紙，BisnisIndonesia紙。
